
　

１　施策の概要

（１）

２　評価の指標（施策に係る成果指標）

３　施策の点検（施策を進めるうえでの課題）

「誰もが安全で快適な交通環境づくり」の推進のため市域全体を見据え、警察との連携をはじめ、市民、企業、大学、生
徒などへの教育・啓発や開発指導、その他の施策と連動した総合的な施策の展開が必要である。

目標値の
積算方法

（単位：）

達成度(%) 0.0 0.0

0.00
（単位：）

実績値
0.00 0.00

指標内容

放置自転車等の撤去台数 目標値

目標値
0.00 0.00

指標内容

目標値の
積算方法

過去最高年間撤去台数３１，７５３台（平
成１２年度）を基準に「放置台数０＝達成
度１００％」を目標とする。

（単位：台）

達成度(%) 60.2 72.2

31,753.00 31,753.00 31,753.00
（単位：台）

実績値
19,097.00 22,937.00

162,297 191,926 310,809

指標項目 項目＼年度（平成） ２７年度実績 ２８年度実績 ２９年度計画

市
負
担

地 方 債 0 0 0

そ の 他 0 0 0

一 般 財 源

0

府 支 出 金 0 0 0

そ の 他 52,084 22,800 48,806

総事業費（Ａ＋Ｂ） 214,381 214,726 359,615

従事職員数

財
源
内
訳

収
　
入

国庫支出金 0 0（３）
事業費
など

(単位：千円)

項目＼年度（平成） ２７年度決算額 ２８年度決算見込額

人

所要人件費（Ｂ） 58,284 57,276 56,364

節 暮らしや都市活動を支える基盤づくり

第 30

7.25 人 7.25 人 7.00

総合計画
の体系

第 06 章

２９年度予算額

事業費（Ａ） 156,097 157,450 303,251

02

安全で魅力的なまちづくり

第

部名 土木部

細節 誰もが安全で快適な交通環境づくり

施　策　評　価　調　書

施策名 誰もが安全で快適な交通環境づくり

（２）



　

４　施策の評価

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

公
平
性

持
続
可
能
性

合
計

全
部

大 18 14 14 20 14 80

全
部

大 18 14 14 20 14 80

全
部

大 20 16 16 20 20 92

全
部

大 18 12 18 20 16 84

全
部

大 14 16 18 20 16 84

全
部

大 18 18 18 20 20 94

全
部

大 16 18 12 18 16 80

0

0

0

0

0

0

0

優先順位をつけるに
あたっての考え方

道路を不法占用する自転車等を撤去し、交通バリアフリーを推進する。

13

14

11

12

9

10

7 保管所再編事業 総務交通室 01620 継続

8

5 迷惑駐車対策事業 総務交通室 01096 継続

6 鉄道施設等耐震補強補助事業 総務交通室 01102 継続

3 交通事故をなくす運動事業 総務交通室 01101 継続

4 交通バリアフリー化整備補助事業 総務交通室 01100 継続

1
総合的自転車対策事業（交通対策
費）

総務交通室 00701 継続

2 交通バリアフリー推進事業 総務交通室 01099 継続

次年度
の
優先
順位

施策を構成する
事務事業名

室課名
事業
番号

市
単
独
事
業
区
分

施
策
へ
の
貢
献
度

各視点からの評価
（20　→　4）
 高　→　低

今後の
方向性
（実施
計画）


